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江
戸
時
代
に
お
け
る
神
道
裁
許
状
の
様
式
の
変
遷

　
　

松
本
勇
介

　
　
　

は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
神
道
裁
許
状
と
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
吉
田

家
が
各
地
の
神
社
の
神
職
等
に
授
与
し
た
吉
田
神
道
の
許
状
の
こ
と
で
あ

る
。
神
道
裁
許
状
と
い
う
名
称
は
、
書
止
文
言
の
「
神
道
裁
許
之
状
如
件
」

あ
る
い
は
「
神
道
裁
許
状
如
件
」
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て
い
る（

1
（

。
江
戸
時

代
の
神
道
裁
許
状
は
吉
田
家
に
入
門
し
て
数
十
日
間
に
わ
た
り
神
道
の
伝

授
を
受
け
た
後
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
り（

（
（

、
上
京
の
費
用
や
授
与
の
礼

金
と
い
っ
た
少
な
か
ら
ぬ
金
銭
的
負
担
が
伴
っ
た（

（
（

。
江
戸
時
代
前
期
の
寛

文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
は
幕
府
か
ら
神
社
条
目
（
諸
社
祢
宜
神
主
法
度
）

が
発
布
さ
れ
、
三
条
目
で
「
一
、
無
位
之
社
人
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束

者
以
吉
田
之
許
状
可
着
之
」
と
規
定
さ
れ
た（

（
（

。「
其
外
之
装
束
」
は
狩
衣
、

「
吉
田
之
許
状
」
は
神
道
裁
許
状
を
指
す
の
で
、
神
社
条
目
の
発
布
を
も
っ

て
吉
田
家
が
本
所
と
し
て
神
道
裁
許
状
を
発
給
す
る
こ
と
を
幕
府
が
公
認

し
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
神
社
条
目
の
発
布
に
よ
っ
て
、
無
位
の
神
職
が
狩
衣
を

着
用
す
る
に
は
、
吉
田
家
か
ら
神
道
裁
許
状
を
取
得
す
る
か
、
朝
廷
か
ら

位
階
を
取
得
す
る
か
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
た
が
、
手
続
き
的
に
も
費
用
的

に
も
比
較
的
負
担
が
少
な
い
前
者
を
大
多
数
が
選
択
し
た（

（
（

。
神
社
条
目
の

発
布
を
契
機
に
、
神
道
裁
許
状
の
発
給
数
は
急
増
し
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
そ
の
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後
、
管
見
の
限
り
、
神
祇
官
が
再
興
さ
れ
る
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の

前
年
ま
で
、
神
道
裁
許
状
の
発
給
は
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

神
道
裁
許
状
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
に
は
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世

紀
ま
で
の
神
道
裁
許
状
の
機
能
を
論
じ
た
も
の（

（
（

、
神
道
裁
許
状
を
吉
田
家

家
政
及
び
執
奏
や
行
法
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
も
の（

（
（

、
そ
し
て
神
社
条
目

と
神
道
裁
許
状
の
関
係
を
論
じ
た
も
の（
（1
（

等
が
あ
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
の

神
道
裁
許
状
の
様
式
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
的
な
研
究
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
以
下
の
手
法
を
用
い
て
実
証
的
に
論
じ
る

こ
と
に
し
た
。
吉
田
家
の
玄
関
帳
で
あ
る
「
御
広
間
雑
記
」
に
は
、
残
念

な
が
ら
発
給
さ
れ
た
神
道
裁
許
状
の
写
し
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め（
（（
（

、

現
在
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
神
道
裁
許
状
に
つ
い
て
、
諸
機
関
所
蔵
史
料

や
自
治
体
史
等
の
刊
行
物
を
中
心
に
史
料
的
に
正
確
な
デ
ー
タ
を
可
能
な

限
り
収
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
江
戸
時
代
の
神
道
裁
許
状
の
デ
ー
タ
を
多

数
収
集
し
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
に
試
み
ら
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
数
年
か
け
て
収
集
し
た
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
が
、
表
「
江
戸
時
代
各
年
の
神
道
裁
許
状
の
記
載
内
容
一
覧
」

で
あ
り
、
江
戸
時
代
二
百
六
十
五
年
の
内
、
半
分
以
上
に
当
た
る

百
四
十
七
年
分
の
神
道
裁
許
状
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
本
論
に
入
る
前
に
、神
道
裁
許
状
の
様
式
を
簡
単
に
見
て
お
く
。

　
　

�

甲
斐
国
巨
麻
郡
返
見
庄
黒
沢
村
唐
度
大
明
神
之
祠
官
黒
蔵
若
狭
守
久

次
、
恒
例
之
神
事
参
勤
之
時
、
可
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

寛
永
十
六
己
卯
年
閏
十
一
月
四
日

　
　

神
道
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
兼
英
（
花
押
）（
朱
印
）

　

こ
れ
は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
神
道
裁
許
状

で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
記
載
項
目
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
鎮

座
地
、
神
社
名
、
職
号
、
神
職
名
、
裁
許
の
内
容
、
書
止
文
言
、
年
月
日
、

発
給
者
の
順
で
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
発
給
者
の
名
の
部
分
に
重
ね
る
形
で

朱
印
が
押
さ
れ
る
。
以
上
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
降
で
詳
述
す

る
。
神
道
裁
許
状
の
形
状
は
竪
紙
で
、
紙
種
は
檀
紙
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
に

つ
い
て
は
基
本
的
に
実
物
を
計
測
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た

点
数
の
法
量
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
五
十
八
点
の
法

量
を
提
示
し
た
。
具
体
的
に
見
る
と
、
寛
永
十
六
年
の
も
の
は
長
辺
長
約

五
十
二
㎝
、短
辺
長
約
三
十
八
㎝
、そ
れ
に
対
し
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）

の
も
の
は
長
辺
長
約
五
十
九
㎝
、
短
辺
長
約
四
十
六
㎝
と
な
っ
て
お
り
、

後
者
は
前
者
に
比
べ
長
辺
長
が
約
七
㎝
、
短
辺
長
が
約
八
㎝
も
長
く
な
っ

て
お
り
、
大
型
化
し
て
い
る
。
表
を
見
る
と
、
正
徳
期
よ
り
前
ま
で
は
長

辺
長
が
約
五
十
二
～
五
十
三
㎝
が
多
か
っ
た
が
、
正
徳
期
か
ら
は
長
辺
長
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表　江戸時代各年の神道裁許状の記載内容一覧

年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

1
元和七辛
酉年五月
十一日

1（（1 武蔵国高麗郡 磯前 祠官 右衛門大
夫信義

一期
恒例Ｂ Ａ

神道管領長
上卜部朝臣
兼英

－ 埼玉
（（（頁

（
寛永六戊
巳年八月
十五日

1（（（
武蔵国秩
父郡我野
村

妙見社 祠官 播磨守忠
吉

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（
寛永九壬
申年三月
廿七日

1（（（ 武蔵国秩父郡
御霊大
明神 祠官 河内守吉

房
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（

寛永十二
年乙亥年
八月廿五
日

1（（（
伯州会見
郡長田庄
法勝寺村

八幡宮 祠官 平井権少
副友清

一期
恒例Ｃ Ａ 同前 － 資料

1（頁

（
寛永十五
戊寅年三
月十九日

1（（（ 周防国吉敷郡山口
多賀大
明神 大宮司 高橋左近大夫左延

一期
恒例Ｃ Ａ 同前 － 山口多

（

寛永十六
己卯年閏
十一月四
日

1（（（
甲斐国巨
麻郡返見
庄黒沢村

唐度大
明神 祠官 黒蔵若狭

守久次
一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（

寛永十七
年庚辰年
七月十五
日

1（（0
加賀国河
北郡山上
村

春日大
明神 祠官 高井大和

守長次
一期
恒例Ｃ Ａ

神道管領長
上卜部朝臣
兼里

－ 金沢
（（（頁

（
寛永十八
辛巳年七
月廿三日

1（（1
武州高麗
郡棟庄小
竹村

野々宮
大明神 大宮司 宮崎淡路守高次

一期
先例Ｃ Ａ 同前 － 埼玉

（0（頁

（
寛永十九
壬午年三
月十日

1（（（ 上野国那波郡
飯玉大
明神 祠官 中根筑後

守重高
一期
恒例Ｃ Ａ 同前 － 群馬

（（1頁

10
正保二乙
酉年閏五
月二日

1（（（ 肥前国神崎郡境原
若宮大
明神 祠官

山辺淡路
守藤原正
影

一期
恒例Ｃ Ａ 同前 － 佐賀

11
正保四丁
亥年七月
十三日

1（（（
武州入西
郡越生庄
上野村

聖天宮 祠官 森村長門
守盛舎

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

1（
慶安元戊
子年五月
廿一日

1（（（
周防国都
濃郡須々
万村

八幡宮 祠官 宮村大蔵
吉忠

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 大系

（（0頁

1（
慶安二己
丑年四月
二日

1（（（
加賀国河
北郡山上
村

春日大
明神 祠官 高井大和

守重次
一期
先例Ａ Ａ

神道管領長
上卜部朝臣
兼起

－ 金沢
（（（頁

1（
慶安三庚
寅年三月
吉曜日

1（（0
下野国芳
賀郡赤羽
村

鹿島大
明神 祠官 塩田右近

太夫定次
一期
恒例Ｃ Ａ 同前 － 徳田

1（0頁

1（
慶安五壬
辰年二月
廿八日

1（（（
武蔵国秩
父郡横瀬
村

金玉寺
蔵王権
現

祠官 守谷越前
掾

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

1（
承応四乙
未年三月
六日

1（（（ 武州秩父郡
御霊大
明神 祠官 筑前守忠

房
一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

1（
明暦四戊
戌年七月
朔日

1（（（
防州都濃
郡須々万
村

八幡宮 祠官 宮村主膳
吉集

一期
恒例Ａ Ａ

神道管領長
上卜部朝臣
兼連

－ 大系
（（1頁

1（
万治二己
亥年二月
十五日

1（（（
武州秩父
郡三山郷
飯田村

正八幡
宮 祠官 近藤越後

掾正信
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（1（頁
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

1（
万治三庚
子年八月
廿一日

1（（0 武州入間郡藤沢村
熊野大
権現 祠官 沢田加賀

守頼吉
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（0頁

（0
寛文元辛
丑年閏八
月十九日

1（（1 武州入間郡川越村
氷川明
神 祢宜 山田丹後

掾久次
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（1
寛文三癸
卯年二月
九日

1（（（
甲州都留
郡下和田
村

春日大
明神… 祠官 奈良越後

掾吉重
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 大月

1（1頁

（（
寛文七丁
未年六月
三十日

1（（（ 賀州石川郡田井村 天神 祠官 高井備後
掾長次

一期
恒例Ａ Ａ

神祇管領長
上侍従卜部
兼連　

－ 金沢
（（（頁

（（
寛文八年
戊申年四
月廿日

1（（（
上野国山
田郡園田
荘桐生

七社大
明神… 祠官 小島摂津

守行安
一期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 栃木

（（
寛文九己
酉年四月
十二日

1（（（ 城州愛宕郡
淀大明
神 神主 河原崎伊

予掾正俊
一期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
寛文十庚
戌年十一
月十二日

1（（0 加州河北郡田近郷 八幡宮 祠官
田近出雲
掾藤原正
屋

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
寛文十二
壬子年八
月廿二日

1（（（ 武州崎玉郡騎西町
久伊豆
大明神 祠官 河野隠岐

守盛勝
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
寛文十三
癸丑年六
月廿八日

1（（（
肥前国松
浦郡星鹿
村

羽黒権
現… 祠官 神代出羽

掾源祇勝
一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
延宝二甲
寅年四月
三日

1（（（ 賀州石川郡田井村 天神 祠官 高井日向
守長重

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
延宝四丙
辰年五月
廿二日

1（（（ 武州安立郡

氷川大
明神女
体

神主 武笠宮内
丞豊良

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（0
延宝八庚
申年六月
八日

1（（0
筑前国遠
賀郡若松
町

山王権
現… 祠官 伊高伊織

藤原重治
一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（1
延宝九年
辛酉年五
月廿二日

1（（1
肥後国山
鹿郡高橋
村

八幡宮 祠官
緒方出雲
守大神公
継

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 四百

（（頁

（（
天和三癸
亥年十月
九日

1（（（
武州入間
郡下新井
郷

熊野 祠官 三上対馬
掾名明

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
貞享元甲
子年六月
廿四日

1（（（
肥前国下
松浦郡星
鹿村

羽黒権
現 祠官 神代陸奥

掾源祇友
一期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
貞享二乙
丑年六月
十三日

1（（（
武州崎玉
郡忍領行
田町

八幡宮 祠官 松岡若狭
守直久

一期
恒例Ａ Ａ

神祇管領長
上左兵衛督
卜部兼連

－ 埼玉
（（（頁

（（
元禄元戊
辰年十一
月十日

1（（（ 肥前国神崎郡境原
若宮大
明神 社務 山辺右近

藤原生興
一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上従三位左
兵衛督卜部
兼連

－ 佐賀

（（
元禄二己
巳年十月
十九日

1（（（ 武州入間郡勝呂郷

大宮住
吉大明
神

神主 高麗安芸
守重久

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
元禄三庚
午年三月
廿四日

1（（0 武州入間郡川越村
氷川明
神 祢宜 山田大和

守久豊
一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

（（
元禄五壬
申年二月
廿六日

1（（（
武州入間
郡越生荘
上野村

聖天宮 祠官 森村若狭
守重次

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
元禄七甲
戌年四月
三日

1（（（
備前国赤
坂郡惣分
村

稲妻八
幡宮… 祠官 森豊後守

藤原光家
一期
先例Ａ － 同前 約（（㎝ 個人蔵

（0
元禄八乙
亥年七月
廿一日

1（（（
防州玖珂
郡山代之
内赤村

速田大
明神… 祠官 宗正右近

藤原義格
一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（0㎝ 山口宗

（1
元禄九年
丙子六月
廿二日

1（（（

和州山辺
郡福住郷
之内浄土
村

氷室明
神 祠官 榊土佐守

忠重
一期
恒例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位左
兵衛督卜部
兼連

－ 天理
1（（頁

（（
元禄十年
丁丑年二
月十七日

1（（（ 加州石川郡宮腰村
佐那武
大明神 祠官 河崎式部

丞源秀往
一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（（1頁

（（
元禄十四
辛巳年四
月十日

1（01 賀州石川郡田井村 天神 祠官
高井石見
守藤原長
篤

一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位侍
従卜部朝臣
兼敬

－ 金沢
（（（頁

（（
元禄十五
壬午年十
月朔日

1（0（
上州山田
郡下広沢
村

賀茂大
明神 祠官

飯塚伊豆
守藤原貞
房

一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 栃木

（（
宝永四丁
亥年二月
十八日

1（0（
武州入間
郡葛貫荘
弥蔵村

四所大
明神 祠官 宮崎伊予

守橘高治
一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上従二位侍
従卜部朝臣
兼敬

－ 埼玉
（（（頁

（（
宝永六己
丑年十一
月八日

1（0（ 武州入間郡藤沢村 熊野 祠官
沢田和泉
守藤原頼
常

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
宝永七庚
寅年四月
十一日

1（10 武州入間郡中神村
三輪大
明神 祠官

枝久保筑
後守藤原
定明

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（1頁

（（
宝永八辛
卯年三月
十二日

1（11
下野国都
賀郡真弓
村

磯山諏
方大明
神

祠官
大和田駿
河守平久
方

一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 栃木

（（
正徳二壬
辰年三月
廿四日

1（1（

下野国芳
賀郡東高
橋郷塚田
村

高龗神
神社 神主

手塚美濃
守藤原助
朝

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 徳田

1（1頁

（0
正徳三癸
巳年七月
廿八日

1（1（
上野国山
田郡園田
荘桐生

七社大
明神… 祠官

小島大和
守藤原行
貞

一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上従二位卜
部朝臣兼敬

約（（㎝ 栃木

（1
正徳五乙
未年十二
月五日

1（1（ 武州比企郡高坂村
矢剣大
明神 神主

大島下総
守藤原正
家

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
正徳六丙
申年三月
廿七日

1（1（ 防州吉敷郡長野村 八幡宮 祠官
吉野但馬
掾藤原芳
重

一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 山口吉

（（
享保二丁
酉年四月
朔日

1（1（
武蔵国秩
父郡大淵
村

熊野権
現 祠官

宮下但馬
守藤原正
広

一期
恒例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
享保三戊
戌年三月
九日

1（1（
下野国都
賀郡横堀
村

白鬚大
明神… 祠官

板垣河内
守藤原直
次

一期
恒例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 栃木

（（
享保六年
辛丑年七
月十一日

1（（1 加州河北郡田近郷 八幡宮 祠官
田近日向
守藤原正
広

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

（（
享保八癸
卯年九月
朔日

1（（（ 駿州志太郡島田町
大井大
明神 神主

大井日向
守藤原清
春

一期
先例Ｂ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
享保九甲
辰年正月
廿六日

1（（（
下総国香
取郡伊能
郷

大須賀
大明神 神主

伊能丹後
守藤原有
年

一期
先例Ｂ Ａ 同前 約（（㎝ 地方

（頁

（（
享保十一
甲午年七
月十五日

1（（（ 加州河北郡
春日大
明神… 神主

高井陸奥
大掾藤原
就臣

一期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（0頁

（（

享保十二
丁未年十
一月十三
日

1（（（ 加州河北郡
大野湊
神社 神主 河崎和泉

守源英通
一期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（1頁

（0
享保十四
己酉年三
月廿三日

1（（（
武州入間
郡葛貫荘
弥蔵村

四所大
明神 神主 宮崎伊賀

守橘高久
一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（1
享保十五
庚戌年九
月三日

1（（0 肥前国神崎郡境原
若宮大
明神 社務 山辺右近

藤原生名
一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正二位卜
部朝臣兼敬

－ 佐賀

（（
享保十六
辛亥年二
月六日

1（（1
武州秩父
郡三山郷
飯田村

正八幡
宮 祠官

近藤伊予
守藤原正
盛

一期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（1（頁

（（
享保十七
壬子年二
月廿一日

1（（（
武州入間
郡越生荘
上野村

聖天宮 神主 森村和泉
守橘義次

一期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上左衛門佐
兼侍従卜部
朝臣兼雄

－ 埼玉
（（（頁

（（
享保十九
甲寅年四
月廿六日

1（（（ 加州石川郡

上安江
八幡宮
…

祠官 厚見丹波
守源正宣

一期
先例Ｂ Ａ

神祇管領長
上従三位行
侍従卜部朝
臣兼雄

－ 金沢
（（0頁

（（

享 保 □
（廿）年
十一月廿
八日

1（（（ 加州河北郡
大野湊
神社 神主 河崎出羽

守源定次
二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
享保二十
一年四月
五日

1（（（ 加州河北郡田近郷 八幡宮 祠官
田近壱岐
守藤原正
房

二期
先例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
元文二年
五月十三
日

1（（（
肥前国下
松浦郡星
鹿村

羽黒権
現 祠官 神代和泉

守源祇延
二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
元文三年
十一月朔
日

1（（（
武蔵国高
麗郡川寺
村

奥ヶ谷
神明 神主 松本伊予

守重保
二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位行
右兵衛督兼
侍従卜部朝
臣兼雄

－ 埼玉
（（（頁

（（
元文四年
七月廿六
日

1（（（
加賀国河
北郡鞍降
荘蚊爪村

須岐神
社… 祠官 長江丹波

守橘広富
二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（0
元文五年
後七月晦
日

1（（0 越前国大野郡
篠座大
明神 祠官

猪島佐渡
守藤原正
次

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位行
右兵衛督兼
神祇権大副
侍従卜部朝
臣兼雄

－ 大野
（0（頁

（1
寛保元年
六月廿六
日

1（（1
周防国吉
敷郡長野
村

八幡宮 祠官
吉野若狭
守藤原芳
常

二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 山口吉
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

（（ 寛保四年二月廿日 1（（（
下野国都
賀郡横堀
村

白鬚大
明神… 祠官

板垣豊後
守藤原直
久

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位行
神祇権大副
兼侍従卜部
朝臣兼雄

約（（㎝ 栃木

（（
延享二年
四月廿五
日

1（（（
加賀国河
北郡田近
郷

八幡宮 祠官
田近和泉
守藤原正
次

二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
延享三年
十二月廿
一日

1（（（ 加賀国河北郡
大野湊
神社 神主 河崎式部

源英明
二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
延享四年
七月廿八
日

1（（（
備前国赤
坂郡惣分
村

稲妻八
幡宮… 祠官 森周防守

藤原正晴
二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
延享五年
正月廿四
日

1（（（
武蔵国比
企郡高坂
村

矢剣大
明神 神主

大島下総
守藤原正
次

二期
先例Ｂ Ａ

神祇管領長
上正三位行
神祇権大副
卜部朝臣兼
雄

－ 埼玉
（（（頁

（（ 寛延二年二月六日 1（（（
武蔵国入
間郡扇町
屋村

愛宕権
現 祠官

守屋出羽
守藤原国
重

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位大
蔵卿神祇権
大副卜部朝
臣兼雄

－ 埼玉
（（1頁

（（
寛延四年
後六月五
日

1（（1
周防国都
濃郡須々
万村

八幡宮 祠官
宮村越後
掾藤原義
為

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正三位神
祇権大副侍
従卜部朝臣
兼雄

－ 大系
（（（頁

（（ 宝暦二年十月朔日 1（（（
上野国山
田郡今泉
村

稲荷大
明神 祠官

小島出羽
守藤原清
房

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上従二位神
祇権大副卜
部朝臣兼雄

約（（㎝ 栃木

（0
宝暦七年
二月十一
日

1（（（
武蔵国入
間郡越生
荘上野村

聖天宮 神主 森村河内
守橘義辰

二期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（1
宝暦十一
年二月六
日

1（（1
武蔵国高
麗郡川寺
村

奥ヶ谷
神明 神主

松本伊賀
守藤原正
重

二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上従二位卜
部朝臣兼雄

－ 埼玉
（（（頁

（（
宝暦十二
年六月十
四日

1（（（
筑前国上
座郡小石
原村

大行事
神社… 祠官

熊抱佐渡
守藤原重
吉

二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
宝暦十三
年三月廿
四日

1（（（
武蔵国入
間郡下新
井村

熊野 祠官
三上山城
守藤原豊
寿

二期
先例Ａ Ａ 同前 － 埼玉

（（（頁

（（
宝暦十四
年五月廿
九日

1（（（ 加賀国河北郡
春日大
明神… 神主

高井雅楽
之允藤原
長屋

二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（0（頁

（（
明和二年
三月十四
日

1（（（
周防国吉
敷郡長野
村

八幡宮 祠官
吉野上総
介藤原惟
行

二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 山口吉

（（ 明和四年四月八日 1（（（
筑後国山
門郡南北
浜田両村

天満宮 祠官
福山伊予
守藤原安
行

二期
恒例 Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
明和五年
正月十八
日

1（（（
下野国都
賀郡横堀
村

白鬚大
明神… 祠官

板垣越後
守藤原博
造

二期
先例Ｂ Ａ 同前 約（（㎝ 栃木
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

（（
明和六年
四月廿五
日

1（（（ 肥前国神崎郡境原
若宮大
明神 社務 山辺右近

藤原生喜
二期
先例Ａ Ａ 同前 － 佐賀

（（ 明和九年十月二日 1（（（
上野国山
田郡園田
荘桐生

七社大
明神… 神主 小島大和

藤原行佐
二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正二位卜
部朝臣兼雄

約（0㎝ 栃木

（0 安永二年五月朔日 1（（（
肥前国下
松浦郡星
鹿村

羽黒権
現 祠官 神代帯刀

源祇康
二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（1
安永四年
三月廿三
日

1（（（
備前国赤
坂郡惣分
村

稲妻八
幡宮… 祠官 森筑後藤

原正次
二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（ 安永五年四月六日 1（（（
下総国香
取郡伊能
郷

大須賀
大明神 神主 伊能長門

藤原有忠
二期
先例Ａ Ａ

神祇管領長
上正二位卜
部朝臣兼雄

約（（㎝ 地方
（頁

（（
安永六年
二月十六
日

1（（（ 山城国紀伊郡
淀姫大
明神 神主 河原崎主

計橘俊春
二期
先例Ａ Ａ 同前 約（（㎝ 個人蔵

（（
安永七年
六月十三
日

1（（（ 加賀国河北郡
大野湊
神社 神主 河崎摂津

源秀順
二期
先例Ｂ Ａ 同前 － 金沢

（0（頁

（（
天明元年
十一月十
三日

1（（1
相模国三
浦郡秋谷
村

神明宮 祠官 若命豊後
藤原家房

二期
恒例 Ａ

神祇管領長
上正二位卜
部朝臣良延

－ 横須賀
（（0頁

（（
天明三年
七月廿九
日

1（（（ 加賀国石川郡 天神 神主
高井信濃
正藤原長
旧

三期
先例Ａ Ａ 同前 － 金沢

（0（頁

（（
天明四年
閏正月三
日

1（（（ 周防国吉敷郡
多賀大
明神 大宮司 高橋下総源右文

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 山口多

（（
天明六年
十二月十
九日

1（（（ 加賀国石川郡

上安江
八幡宮
…

神主 厚見壱岐
源正方

三期
先例Ｂ Ｂ 同前 － 金沢

（（（頁

（（
天明八年
八月十二
日

1（（（ 周防国都濃郡
八幡宮
… 神官

宮村筑後
丞藤原永
盛

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従二位卜
部朝臣良倶

－ 大系
（（（頁

100 寛政二年七月四日 1（（0 加賀国河北郡
大野湊
神社 神主 河崎出羽

源定朝
三期
先例Ｂ Ｂ 同前 － 金沢

（11頁

101 寛政四年四月四日 1（（（ 加賀国河北郡
春日大
明神… 神主

高井計之
助藤原長
則

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（1（頁

10（ 寛政六年三月六日 1（（（
周防国吉
敷郡長野
村

八幡宮 祠官 吉野静間
藤原行正

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 山口吉

10（
寛政七年
七月十二
日

1（（（
筑前国上
座郡小石
原村

大行事
神社… 神主

熊抱讃岐
正藤原吉
利

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（0㎝ 個人蔵

10（ 寛政九年六月七日 1（（（
上野国山
田郡下広
沢村

加茂大
明神 正神主 飯塚伊豆藤原雅房

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上正三位侍
従卜部朝臣
良連

約（0㎝ 栃木

10（
寛政十一
年三月十
一日

1（（（
加賀国石
川郡田井
村

天神 神主 高井信濃
藤原祐道

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（1（頁

10（
寛政十二
年四月十
一日

1（00 加賀国河北郡
春日大
明神… 神主

高井大和
正藤原済
永

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（1（頁
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

10（
享和二年
十月十一
日

1（0（
上野国山
田郡園田
荘桐生

七社大
明神… 神主 小島大和

藤原行臣
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（0㎝ 栃木

10（
文化二年
九月十五
日

1（0（ 加賀国河北郡
大野湊
神社 神主 河崎和泉

正源秀直
三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従二位卜
部朝臣良連

－ 金沢
（1（頁

10（
文化六年
正月十五
日

1（0（
周防国吉
敷郡長野
村

八幡宮
… 祠官 吉野伝人

藤原行恒
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 山口吉

110 文化七年二月六日 1（10
下野国都
賀郡横堀
村

白鬚大
明神… 祠官

板垣丹後
正藤原真
久

三期
先例Ｂ Ｂ 同前 約（0㎝ 栃木

111
文化九年
十月十九
日

1（1（ 肥前国神崎郡境原
若宮大
明神 社務 山辺右近

藤原生延
三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 佐賀

11（
文化十一
年七月七
日

1（1（
上野国山
田郡桐生
久方村

天神 神主
前原大内
蔵藤原勝
温

三期
先例Ｂ Ｂ

神祇管領長
上侍従卜部
朝臣良長

約（0㎝ 栃木

11（
文化十二
年正月十
三日

1（1（

加賀国河
北郡田近
郷二日市
村

八幡宮 神主 田近和泉
藤原正治

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（1（頁

11（
文化十三
年四月廿
三日

1（1（
上野国山
田郡園生
荘桐生

七社大
明神… 神主

小島大和
正藤原行
寿

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

11（
文政元年
九月廿八
日

1（1（
参河国渥
美郡吉田
方村

神明… 神主 羽田野常
陸源敬雄

三期
先例Ｂ Ｂ 同前 － 授受

（1頁

11（
文政二年
五月廿一
日

1（1（
相模国大
住郡片岡
村

雷電宮 神主 宮川丹後
菅原道知

三期
恒例Ｂ Ｂ 同前 － 平塚

（1（頁

11（
文政四年
十月十九
日

1（（1
下野国都
賀郡真弓
村

磯山諏
方大明
神

神主
大和田能
登藤原茂
久

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従三位侍
従卜部朝臣
良長

約（0㎝ 栃木

11（ 文政五年五月十日 1（（（ 加賀国石川郡

上安江
八幡宮
…

神主 厚見壱岐
正源正志

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢�

（（（頁

11（
文政六年
八月十一
日

1（（（
上野国山
田郡名久
木村

赤城大
明神… 祠官 今泉大隅

藤原時喜
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（0㎝ 栃木

1（0
文政七年
三月十六
日

1（（（
筑前国上
座郡小石
原村

大行事
神社… 神主 熊抱遠江

藤原吉則
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（0㎝ 個人蔵

1（1
文政十年
後六月六
日

1（（（ 加賀国河北郡
大野湊
神社 神主 河崎摂津

源秀常
三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上正三位侍
従卜部朝臣
良長

－ 金沢
（（0頁

1（（
文政十二
年三月十
八日

1（（（
播磨国加
西郡有田
郷上野村

磯部明
神 神主

高橋出雲
正藤原俊
定

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 加西

（01頁

1（（
文政十三
年後三月
十一日

1（（0
上野国山
田郡上久
方村

稲荷大
明神… 祠官

小野里近
江正藤原
綱信

三期
恒例Ａ Ｂ 同前 約（1㎝ 栃木

1（（ 天保二年三月一日 1（（1
加賀国河
北郡鞍降
荘蚊爪村

須岐神
社… 神主 長江但馬

正橘広茂
三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（（（頁
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

1（（
天保三年
三月十五
日

1（（（
下野国都
賀郡横堀
村

白鬚大
明神… 祠官

板垣若狭
正藤原直
継

三期
先例Ｂ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

1（（
天保五年
十一月廿
六日

1（（（
上野国新
田郡上田
島村

産八幡
宮… 祠官

糸井伊勢
正藤原盃
清

三期
恒例Ａ Ｂ 同前 約（0㎝ 栃木

1（（
天保六年
後七月四
日

1（（（

加賀国河
北郡田近
郷二日市
村

八幡宮 神主 田近日向
藤原正総

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従二位卜
部朝臣良長

－ 金沢
（（（頁

1（（
天保七年
正月廿六
日

1（（（
下野国都
賀郡真弓
村

磯山諏
方大明
神

神主
大和田能
登正藤原
茂則

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

1（（
天保十年
九月十八
日

1（（（ 加賀国石川郡
田井天
満宮 神主 高井信濃

藤原酋継
三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢�

（（（頁

1（0
天保十二
年六月朔
日

1（（1
筑後国山
門郡南北
浜田両村

天満宮 神主 福山大隅
藤原安英

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上侍従卜部
朝臣良芳

約（（㎝ 個人蔵

1（1
天保十三
年九月廿
二日

1（（（
上野国山
田郡名久
木村

赤城大
明神… 神主

今泉大隅
正藤原正
儀

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

1（（
弘化三年
三月廿七
日

1（（（
備前国赤
坂郡惣分
村

稲妻八
幡宮… 祠官 森筑後藤

原義久
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 個人蔵

1（（ 嘉永元年五月一日 1（（（
讃岐国阿
野郡北乃
生崎村

梅宮八
幡宮… 神主

福家嘉寿
磨藤原安
久

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従三位侍
従卜部朝臣
良芳

約（（㎝ 個人蔵

1（（ 嘉永二年四月一日 1（（（
筑前国上
座郡小石
原村

大行事
神社… 神主 熊抱丹波

藤原吉久
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 個人蔵

1（（
嘉永三年
二月廿五
日

1（（0
上野国山
田郡桐生
久方村

天神 神主
前原大内
蔵大夫藤
原勝任

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

1（（
嘉永四年
正月廿八
日

1（（1
上野国山
田郡名久
木村

赤城大
明神… 神主

今泉大隅
正藤原時
行

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上正三位侍
従卜部朝臣
良芳

約（（㎝ 栃木

1（（
嘉永五年
正月十一
日

1（（（
下野国都
賀郡真弓
村

磯山諏
方大明
神

神主
大和田伊
予正藤原
茂信

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木

1（（
嘉永七年
三月廿一
日

1（（（
周防国玖
珂郡山代
阿賀村

速田大
明神… 神主

宗正織之
祐藤原晃
行

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上正三位侍
従卜部朝臣
良熙

－ 山口宗

1（（
安政二年
七月二十
日

1（（（ 加賀国河北郡
神田神
社… 神主 高井山城

藤原済庸
三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（（（頁

1（0
安政三年
二月廿一
日

1（（（
下野国都
賀郡横堀
村

春日大
明神… 祠官

板垣若狭
正藤原信
重

三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上正三位卜
部朝臣良熙

約（（㎝ 栃木

1（1
安政四年
五月三十
日

1（（（
加賀国河
北郡黒津
船

小浜神
社 神主 斎藤近江

藤原政儀
三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 金沢

（（（頁

1（（
安政七年
正月二十
日

1（（0
上野国山
田郡上仁
田山村

白滝大
明神 祠官 山田豊前

正栄次
三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 栃木
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年月日 西暦 鎮座地 神社名 職号 神職名 裁許
内容

書止
文言 発給者 長辺長 出典

1（（
文久元年
十二月十
三日

1（（1
上野国新
田郡牛沢
村

稲荷大
明神 祠官 清水造酒

源本味
三期
恒例Ａ Ｂ

神祇管領長
上侍従卜部
朝臣良義

約（（㎝ 栃木

1（（ 文久二年四月一日 1（（（ 周防国吉敷郡山口
多賀大
社… 大宮司 高橋蔵人源右胤

三期
先例Ａ Ｂ 同前 － 山口多

1（（
慶応元年
七月廿一
日

1（（（
下総国香
取郡伊能
郷

大須賀
大明神 神主

伊能長門
正藤原有
秀

三期
先例Ａ Ｂ 同前 約（（㎝ 地方

（頁

1（（
慶応二年
三月十九
日

1（（（
下総国香
取郡伊能
郷

大須賀
大明神 神主 伊能安房

藤原有信
三期
先例Ａ Ｂ

神祇管領長
上従三位侍
従卜部朝臣
良義

約（0㎝ 地方
（頁

1（（
慶応三年
十二月二
日

1（（（
下総国香
取郡稲荷
山村

稲荷大
明神 神主 鈴木駿河

藤原文近
三期
先例Ｃ Ｂ

神祇管領従
三位侍従卜
部朝臣良義

約（（㎝ 地方
10頁

※裁許内容の「一期恒例Ａ」は「恒例之神事参勤之時、可着風折烏帽子狩衣者」、「一期恒例Ｂ」は「恒
例之祭礼参勤之時、可着風折烏帽子狩衣者」、「一期恒例Ｃ」は「恒例之神事祭礼参勤之時、可着風
折烏帽子狩衣者」を指す。
　「一期先例Ａ」は「任先例神事参勤之時、可着風折烏帽子狩衣者」、「一期先例Ｂ」は「任先例神
事参勤之時、可着風折烏帽子紗狩衣者」、「一期先例Ｃ」は「続目之一通遣之、任先例神事参勤之時、
可着風折烏帽子狩衣者」を指す。
　「二期恒例」は「着風折烏帽子狩衣、可専恒例之神役者」を指す。
　「二期先例Ａ」は「着風折烏帽子狩衣、任先例可専神役者」、「二期先例Ｂ」は「着風折烏帽子紗
狩衣、任先例可専神役者」を指す。
　「三期恒例Ａ」は「着風折烏帽子狩衣、専守恒例神式、可抽太平精祈者」、「三期恒例Ｂ」は「着
風折烏帽子紗狩衣、専守恒例神式、可抽太平精祈者」を指す。
　「三期先例Ａ」は「着風折烏帽子狩衣、任先例専守社職格式、可抽太平精祈者」、「三期先例Ｂ」は
「着風折烏帽子紗狩衣、任先例専守社職格式、可抽太平精祈者」、「三期先例Ｃ」は「着風折烏帽子
浄衣、任先例専守社職格式、可抽太平精祈者」を指す。

※書止文言の「Ａ」は「神道裁許之状如件」、「Ｂ」は「神道裁許状如件」を指す。

※出典の「埼玉」は『新編埼玉県史　資料編』1（（注（（）、「資料」は「資料紹介　神道裁許状」（注
（（）、「山口多」は山口県文書館所蔵多賀社文庫、「金沢」は『金沢市史　資料編』1（（注（（）、「群馬」
は『群馬県史　資料編』1（（注（（）、「佐賀」は佐賀県立図書館所蔵「境原山辺家資料」、「大系」は『神
道大系　論説編』９（注1（）、「徳田」は『徳田浩淳著作選集』５（注（（）、「大月」は『大月市史　
史料篇』（注（0）、「栃木」は栃木県立文書館所蔵文書（0（番「神道裁許状」、「四百」は『吉田神道の
四百年』（注（1）、「山口宗」は山口県文書館所蔵宗正家文書、「天理」は『改訂天理市史　史料編』
第１巻（注（（）、「山口吉」は山口県文書館所蔵吉野家文書、「地方」は「近世の地方神社・神主と
吉田神道」（注1（）、「大野」は『大野市史』第１巻（注（（）、「横須賀」は『新横須賀市史　資料編�
近世Ⅰ』（注（（）、「授受」は「吉田神道裁許状の授受について」（注（（）、「平塚」は『平塚市史』４（注
（（）、「加西」は『加西市史』第９巻（注（（）を指す。
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が
約
五
十
八
～
六
十
㎝
が
多
く
な
る
。
す
な
わ
ち
正
徳
期
を
境
に
長
辺
長

が
六
㎝
以
上
長
く
な
っ
て
お
り
、
大
型
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

一
、
神
道
裁
許
状
の
発
給
者

　

ま
ず
神
道
裁
許
状
の
発
給
者
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
例
外
は
あ
る
も
の

の
原
則
と
し
て
記
載
項
目
は
、
上
か
ら
称
号
、
位
階
、
官
職
、
氏
、
姓
、

名
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
一
つ
目
に
、
吉
田
家
当
主
の
名
に

つ
い
て
述
べ
る
。
神
祇
伯
の
白
川
家
の
許
状
が
奉
書
で
あ
る
の
に
対
し
、

吉
田
家
の
神
道
裁
許
状
は
直
書
で
あ
り
、
発
給
者
と
し
て
吉
田
家
当
主
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
神
道
裁
許
状
に
記
さ
れ
た
吉
田
家
当

主
の
名
を
整
理
す
る
と
、
元
和
期
～
寛
永
期
は
兼
英
、
寛
永
期
～
慶
安
期

は
兼
里
、
慶
安
期
～
承
応
期
は
兼
起
、
明
暦
期
～
元
禄
期
は
兼
連
、
元
禄

期
～
享
保
期
は
兼
敬
、
享
保
期
～
安
永
期
は
兼
雄
、
天
明
期
は
良
延
、
天

明
期
～
寛
政
期
は
良
俱
、
寛
政
期
～
文
化
期
は
良
連
、
文
化
期
～
天
保
期

は
良
長
、
天
保
期
～
嘉
永
期
は
良
芳
、
嘉
永
期
～
安
政
期
は
良
熙
、
文
久

期
～
慶
応
期
は
良
義
と
な
る
。
系
図
で
表
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

�

兼
見
―
兼
治
―
兼
英
―
兼
里
（
兼
起
）
―
兼
連
（
兼
敬
）
―
兼
章
―

兼
雄
（
良
延
）
―
良
俱
―
良
連
―
良
長
―
良
芳
（
良
熙
）
―
良
義

　

江
戸
時
代
に
は
吉
田
家
当
主
は
十
二
人
存
在
し
た
が（
（1
（

、
表
に
は
そ
の
内

九
人
の
吉
田
家
当
主
の
神
道
裁
許
状
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
兼
連
の

子
で
兼
雄
の
父
で
あ
る
兼
章
は
吉
田
家
当
主
を
務
め
た
期
間
が
あ
る
と
さ

神道裁許状
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れ
る
が（
（1
（

、
兼
章
の
名
が
記
さ
れ
た
神
道
裁
許
状
は
確
認
で
き
ず
、
作
成
さ

れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
以
上
、
発
給
者
の
吉
田
家
当
主
に
注
目
し
て
き

た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
発
給
実
務
は
家
臣
団
が
担
っ
て
お
り
、
神

道
裁
許
状
に
当
主
の
個
性
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

二
つ
目
に
、吉
田
家
当
主
の
称
号
に
つ
い
て
述
べ
る
。発
給
者
に
は「
神

道
管
領
長
上
」
も
し
く
は
「
神
祇
管
領
長
上
」
と
い
う
称
号
が
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
称
号
は
白
川
家
の
神
祇
伯
を
相
対
化
す
る
た
め
に
吉
田

家
が
創
出
し
た
偽
称
と
さ
れ
る
が
、
十
五
世
紀
に
は
公
認
さ
れ
た
と
い

う（
（1
（

。
神
道
裁
許
状
で
は
「
神
道
裁
許
之
状
」
と
い
う
書
止
文
言
に
対
応
さ

せ
る
た
め
に
、
十
七
世
紀
半
ば
ま
で
「
神
道
管
領
長
上
」
と
記
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る（
（1
（

。
表
を
見
る
と
、
寛
文
三
年
と
同
七
年
の
間
を
境
に
「
神
道

管
領
長
上
」
か
ら
「
神
祇
管
領
長
上
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る（
（1
（

。
こ
の
期
間
に
起
き
た
出
来
事
で
神
道
裁
許
状
の
文
言
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
言
え
ば
、
同
五
年
に
幕
府
が
神
社
条
目
を
発
布
し
、
吉
田
家
に

よ
る
神
道
裁
許
状
の
発
給
を
公
認
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
称

号
を
変
更
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

　

三
つ
目
に
、
吉
田
家
当
主
の
姓
と
位
階
に
つ
い
て
述
べ
る
。
歴
代
吉
田

家
当
主
は
「
朝
臣
」
と
い
う
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。
ま
た
位
階
に
つ
い
て

は
、
兼
英
か
ら
良
義
ま
で
の
内
、
兼
英
、
兼
里
（
兼
起
）
の
他
は
位
階
が

記
さ
れ
て
い
る
。兼
英
と
兼
里（
兼
起
）と
も
従
五
位
下
ま
で
し
か
上
が
っ

て
い
な
い（
（1
（

。
記
さ
れ
た
位
階
は
全
て
従
三
位
以
上
で
あ
り
、
昇
進
し
て
公

卿
と
な
っ
た
当
主
は
そ
の
段
階
で
神
道
裁
許
状
に
位
階
を
書
き
込
ん
だ
こ

と
が
わ
か
る
。
各
地
の
神
職
の
位
階
は
従
五
位
下
が
多
い
と
さ
れ
て
お

り（
（1
（

、
同
等
も
し
く
は
僅
差
だ
と
本
所
と
し
て
の
威
厳
が
保
て
な
い
の
で
あ

る
。

　

四
つ
目
に
、
神
道
裁
許
状
に
記
さ
れ
た
吉
田
家
当
主
の
官
職
に
つ
い
て

述
べ
る
。
兼
英
か
ら
良
義
ま
で
の
内
、
兼
英
、
兼
里
（
兼
起
）、
良
俱
の

三
人
は
官
職
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
三
人
共
官
職
は
有
し
て
い

た（
11
（

。
ま
た
兼
連
（
兼
敬
）、
兼
雄
（
良
延
）、
良
連
、
良
長
、
良
芳
（
良
熙
）

は
そ
れ
ぞ
れ
途
中
か
ら
官
職
が
記
さ
れ
な
く
な
る
。
発
給
者
の
文
言
の
中

か
ら
官
職
を
抜
く
こ
と
で
、
神
祇
管
領
長
上
（
神
道
管
領
長
上
）
と
い
う

称
号
が
相
対
的
に
存
在
感
を
増
し
、
あ
た
か
も
称
号
が
正
式
な
官
職
の
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
。

　
　
　

二
、
神
道
裁
許
状
の
拝
領
者

　

次
に
神
道
裁
許
状
の
拝
領
者
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
例
外
は
あ
る
も
の

の
原
則
と
し
て
記
載
項
目
は
、
上
か
ら
神
社
名
、
職
号
、
苗
字
、
受
領
名

等
も
し
く
は
官
途
名
等
、
氏
、
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
一
つ
目

に
、
神
職
の
職
号
に
つ
い
て
述
べ
る
。
表
を
見
る
と
、
祠
官
、
神
主
、
社
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務
、大
宮
司
、祢
宜
、正
神
主
、神
官
が
見
ら
れ
る
が
、そ
の
内
祠
官（
七
十
七

点
）
と
神
主
（
五
十
八
点
）
が
大
部
分
を
占
め
る
。
そ
し
て
安
永
期
を
境

に
、
そ
れ
以
前
は
祠
官
が
多
か
っ
た
が
、
以
後
は
神
主
が
多
く
な
る
。
祠

官
と
神
主
で
は
神
主
の
方
が
地
位
が
高
く
、
吉
田
家
の
「
諸
国
礼
物
之
定
」

で
は
「
職
号
之
事
」
と
し
て
「
神
主
号　

金
三
歩　

同
（
役
銀
）
廿
五
匁
」

と
あ
る（
1（
（

。
祠
官
か
ら
神
主
に
昇
格
し
た
事
例
を
挙
げ
る
と
、
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
に
「
防
州
都
濃
郡
八
幡
宮
之
祠
官
藤
原
義
信
、
向
後
可
為

神
主
者
、
神
道
啓
状
如
件
」
と
い
う
神
主
号
許
状
を
吉
田
家
が
発
給
し
て

い
る（
11
（

。
神
主
号
の
取
得
は
、
吉
田
家
に
と
っ
て
は
収
入
が
増
え
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
、
拝
領
者
に
と
っ
て
は
ス
テ
ー
タ
ス
が
上
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
着
実
に
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
筑
前
国

上
座
郡
小
石
原
村
の
大
行
事
神
社
の
神
職
の
職
号
が
、
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
に
は
祠
官
だ
っ
た
が
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）、
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
神
主
と
な
っ
て
い
る

事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
祠
官
か
ら
神
主
に
変
更
し
た
代
の
次
の

代
以
降
は
、
神
主
号
の
神
道
裁
許
状
を
授
与
さ
れ
た
の
で
、
時
代
が
下
る

ほ
ど
神
主
号
が
多
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
地
域
に
よ
っ
て
は
神
主

号
は
統
括
す
る
神
社
の
神
職
が
名
乗
り
、
祠
官
号
は
配
下
の
神
社
の
神
職

が
名
乗
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り（
11
（

、
全
国
一
律
に
祠
官
か
ら
神
主
へ
の
職
号

の
変
化
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。

　

二
つ
目
に
、
神
職
の
氏
と
苗
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。
表
を
見
る
と
、
神

職
の
氏
が
記
さ
れ
た
神
道
裁
許
状
は
百
十
三
点
確
認
で
き
、
内
訳
は
藤
原

八
十
四
点
、
源
十
九
点
、
橘
七
点
、
大
神
・
平
・
菅
原
が
一
点
ず
つ
で
あ

る
。
一
つ
の
家
か
ら
複
数
世
代
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

あ
く
ま
で
傾
向
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
神
職
の
氏
の
多
く
は
藤
原
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
な
お
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
前
後
か
ら
こ
れ
ら
の
氏
が
ほ

と
ん
ど
の
神
道
裁
許
状
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
時
期
は

遡
る
が
万
治
期
以
降
に
は
必
ず
苗
字
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

三
つ
目
に
、
神
職
の
受
領
名
等
と
官
途
名
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
江
戸

時
代
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
神
職
名
に
は
「
若
狭
守
」
と
い
っ
た
受

領
名
等
も
し
く
は
「
権
少
副
」
と
い
っ
た
官
途
名
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

表
を
見
る
と
、
前
者
は
百
二
十
点
、
後
者
は
二
十
七
点
あ
り
、
前
者
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
。
吉
田
家
が
独
自
に
授
与
し
た
も
の
は
吉
田
官
と
呼
ば

れ
、
正
式
に
公
家
等
（
吉
田
家
を
含
む
）
の
執
奏
に
よ
っ
て
勅
許
を
受
け

た
も
の
と
は
異
な
る
が
、
神
道
裁
許
状
に
記
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
吉
田

官
と
さ
れ
る（
11
（

。

　

ま
ず
受
領
名
等
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
表
を
見
る
と
、
正
式
な
受
領
名

が
七
十
三
点
（
内
訳
は
「
国
名
＋
守
」
五
十
九
点
、「
国
名
＋
掾
」
十
二
点
、

「
国
名
＋
大
掾
」
一
点
、「
国
名
＋
介
」
一
点
）、
受
領
名
を
真
似
た
も
の
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が
四
十
七
点
（
内
訳
は
「
国
名
の
み
」
二
十
七
点
、「
国
名
＋
正
」
十
九
点
、

「
国
名
＋
丞
」
一
点
）
確
認
で
き
る
。
正
式
な
受
領
名
は
「
国
名
＋
守
」

が
圧
倒
的
に
多
く
、
受
領
名
を
真
似
た
も
の
は
「
国
名
の
み
」
が
「
国
名

＋
正
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
表
を
見
る
と
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
と

同
八
年
の
間
を
境
に
、
そ
れ
以
前
は
正
式
な
受
領
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
以
後
は
受
領
名
を
真
似
た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
幕
府
は
諸
職
人
が
無
勅
許
で
受
領
名

を
名
乗
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
と
宝

暦
二
年
に
京
都
町
触
、
そ
し
て
明
和
三
年
に
全
国
触
を
出
し
た
が（
11
（

、
時
期

的
に
考
え
れ
ば
、
後
者
の
影
響
を
受
け
て
、
吉
田
家
が
神
職
に
つ
い
て
も

勅
許
を
受
け
ず
に
正
式
な
受
領
名
を
名
乗
ら
せ
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
官
途
名
等
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。表
を
見
る
と
、「
権
少
副
」と
い
っ

た
官
途
名
が
五
点
、「
式
部
」
と
い
っ
た
百
官
名
が
十
七
点
、「
伊
織
」
と

い
っ
た
東
百
官
が
五
点
確
認
で
き
る
。
官
途
名
等
に
は
受
領
名
等
の
よ
う

な
画
期
も
な
く
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
官
途
名
よ
り
も
そ
れ
を
真
似
た
も

の
が
多
く
用
い
ら
れ
、
中
で
も
百
官
名
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

三
、
神
道
裁
許
状
の
六
様
式

　

そ
れ
で
は
本
題
に
入
り
た
い
。
神
道
裁
許
状
は
裁
許
内
容
か
ら
恒
例
裁

許
状
と
先
例
継
目
許
状
に
大
別
さ
れ
る
。
両
者
の
名
は
、
吉
田
家
家
老
の

鈴
鹿
長
存
が
幕
末
期
に
記
し
た
と
さ
れ
る「
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
」に
、

「
恒
例
御
裁
許
状
」
と
「
先
例
継
目
御
許
状
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
採
用
し

た（
11
（

。
原
則
と
し
て
、
恒
例
裁
許
状
は
そ
の
神
社
の
神
職
と
し
て
初
め
て
神

道
裁
許
状
を
受
け
る
時
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
先
例
継
目
許
状
は

前
代
以
前
に
恒
例
裁
許
状
を
受
け
取
っ
た
神
職
が
い
る
場
合
に
当
代
に
対

し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
表
を
見
る
と
、
恒
例
裁
許
状
は
三
十
九

点
、
先
例
継
目
許
状
は
百
八
点
確
認
で
き
る
。
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
前
者
は
一
代
目
の
み
、
後
者
は
二
代
目
以
降
に
授

与
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
違
い
に
よ
る
。
そ
し
て
貞
享
期
ま
で
は
恒
例
裁

許
状
が
多
く
発
給
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
元
禄
期
か
ら
は
先
例
継
目
許

状
が
多
く
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
寛
文
五
年

の
神
社
条
目
を
契
機
と
し
た
恒
例
裁
許
状
の
取
得
が
、
元
禄
期
に
は
一
段

落
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
神
道
裁
許
状
の
機
能
に
肉
喰
許
可
が
な
く
な
り
、

装
束
の
着
用
許
可
す
な
わ
ち
神
職
の
地
位
確
定
の
機
能
に
収
斂
し
、
定
型
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化
し
た
と
さ
れ
る（
11
（

。
確
か
に
定
型
化
し
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
恒
例
裁

許
状
と
先
例
継
目
許
状
は
両
者
と
も
、
裁
許
内
容
の
文
言
が
時
期
に
よ
り

異
な
っ
て
い
る
。
差
異
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
文
言
の
違
い
で
分
け

る
と
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
ま
で
の
第
一
期
様
式
、
享
保
二
十
年

か
ら
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
前
後
ま
で
の
第
二
期
様
式
、
天
明
三
年
前

後
か
ら
の
第
三
期
様
式
、
の
三
つ
の
様
式
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
用
い
ら

れ
た
期
間
の
長
さ
は
第
一
期
様
式
、
第
三
期
様
式
、
第
二
期
様
式
の
順
と

な
る
。

　

ま
ず
恒
例
裁
許
状
の
各
期
様
式
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

　
【
第
一
期
様
式
】

　
　

�

肥
前
国
松
浦
郡
星
鹿
村
羽
黒
権
現
、
七
郎
権
現
両
社
之
祠
官
神
代
出

羽
掾
源
祇
勝
、恒
例
之
神
事
参
勤
之
時
、可
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

寛
文
十
三
癸
丑
年
六
月
廿
八
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
侍
従
卜
部
兼
連
（
朱
印
）

　
【
第
二
期
様
式
】

　
　

�

筑
後
国
山
門
郡
南
北
浜
田
両
村
天
満
宮
両
社
之
祠
官
福
山
伊
予
守
藤

原
安
行
、
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
可
専
恒
例
之
神
役
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

明
和
四
年
四
月
八
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣
兼
雄
（
朱
印
）

　
【
第
三
期
様
式
】

　
　

�

上
野
国
山
田
郡
上
久
方
村
稲
荷
大
明
神
、
山
神
両
社
祠
官
小
野
里
近

江
正
藤
原
綱
信
、
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
専
守
恒
例
神
式
、
可
抽
太

平
精
祈
者
、

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

文
政
十
三
年
後
三
月
十
一
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
良
長
（
朱
印
）

　

基
本
的
に
、
第
一
期
様
式
は
「
恒
例
之
神
事
参
勤
之
時
、
可
着
風
折
烏

帽
子
狩
衣
者（
11
（

」、
第
二
期
様
式
は
「
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
可
専
恒
例
之

神
役
者
」、
第
三
期
様
式
は
「
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
専
守
恒
例
神
式
、

可
抽
太
平
精
祈
者
」
と
あ
る（
11
（

。
第
一
期
か
ら
第
三
期
と
も
、
風
折
烏
帽
子

と
狩
衣
を
着
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
内
容
で
あ
る
。
第
一
期
は
恒
例
の

神
事
参
勤
の
時
に
風
折
烏
帽
子
等
を
着
用
す
る
こ
と
と
い
う
書
き
方
な
の

に
対
し
、
第
二
期
は
風
折
烏
帽
子
等
を
着
用
し
て
恒
例
の
神
役
に
専
念
す

る
こ
と
と
い
う
書
き
方
で
、
風
折
烏
帽
子
等
の
着
用
か
ら
神
役
の
専
念
に

重
点
が
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
職
の
装
束
を
支
配
す
る
段
階
か
ら
、
神

職
の
職
分
を
支
配
す
る
段
階
に
駒
を
進
め
て
お
り
、
吉
田
家
は
文
面
の
変
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更
を
通
し
て
神
職
に
対
す
る
支
配
の
強
化
を
図
っ
た
と
言
え
る
。
な
お
第

一
期
様
式
か
ら
第
二
期
様
式
に
変
更
に
な
っ
た
の
は
、
享
保
二
十
年
で
あ

る
。
吉
田
家
が
神
社
の
神
に
位
階
や
称
号
を
授
与
も
し
く
は
認
証
す
る
た

め
に
発
給
し
た
宗
源
宣
旨
の
様
式
の
変
更
も
ま
た
享
保
二
十
年
で
あ
る
。

享
保
十
九
年
に
吉
田
家
が
奥
州
柴
田
郡
村
田
郷
白
鳥
社
に
領
主
の
添
状
な

し
に
宗
源
宣
旨
を
発
給
し
た
こ
と
が
問
題
化
し
た
際
に
、
吉
田
家
が
由
緒

な
き
神
社
に
神
位
を
授
与
し
て
い
た
問
題
も
浮
上
し
、
こ
れ
が
契
機
と

な
っ
て
、
宗
源
宣
旨
の
様
式
が
神
位
を
新
た
に
授
与
す
る
「
授
与
文
言
」

か
ら
、
過
去
に
神
意
を
授
与
さ
れ
た
事
実
を
認
証
す
る
「
認
証
文
言
」
に

変
更
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
11
（

。
こ
の
宗
源
宣
旨
の
様
式
の
見
直
し
に
引

き
ず
ら
れ
て
、
神
道
裁
許
状
の
様
式
も
同
時
期
に
見
直
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
新
た
に
風
折
烏
帽
子
等
の
着
用
を
認
め
る
点
で
は
な
く
、
過
去
か
ら

続
く
恒
例
の
神
役
に
専
念
す
る
よ
う
命
じ
る
点
に
重
心
を
置
く
文
言
に
変

更
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
期
に
な
る
と
、
風
折
烏
帽
子
等
を
着
用
し
て
恒
例
の
神
式

を
専
守
し
太
平
を
祈
願
す
る
こ
と
と
い
う
書
き
方
に
改
め
ら
れ
、
第
一
期

や
第
二
期
と
は
異
な
り
、
新
た
に
太
平
祈
願
に
も
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た（
1（
（

。
第
三
期
が
始
ま
る
天
明
三
年
前
後
は
、
幕
府
が
寛
文
五
年
の
神
社
条

目
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
再
触
を
行
っ
た
時
期
で
あ
る（
11
（

。
ま
た
江
戸
時

代
最
大
級
の
飢
饉
で
あ
る
天
明
の
飢
饉
の
初
期
に
当
た
る
。
異
常
気
象
等

に
よ
り
、
奥
州
や
関
東
を
中
心
に
全
国
的
に
凶
作
と
な
り
、
多
く
の
人
々

の
生
活
を
破
綻
さ
せ
、
暴
動
が
多
発
し
、
人
心
を
大
い
に
動
揺
さ
せ
た
と

言
わ
れ
て
い
る（
11
（

。
地
域
社
会
ひ
い
て
は
社
会
全
体
の
安
寧
を
祈
願
す
る
こ

と
が
、
地
域
社
会
の
結
集
の
要
と
な
る
神
社
に
奉
職
す
る
神
職
の
本
分
で

あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
吉
田
家
が
本
所
と
し
て
、
災
厄
に
直
面
す

る
地
域
社
会
に
属
す
る
神
職
へ
授
与
す
る
神
道
裁
許
状
に
、
太
平
祈
願
を

明
文
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
、
実
施
を
徹
底
さ
せ

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
同
時
に
、
文
言
の
追
加
は
、
吉
田
家
に
よ
る
神
職
の
職
分
へ
の
支

配
の
強
化
も
意
味
し
て
お
り
、第
一
期
か
ら
第
二
期
へ
の
変
更
と
同
様
に
、

吉
田
家
は
文
面
の
変
更
を
通
し
て
神
職
に
対
す
る
支
配
の
強
化
を
図
っ
た

と
言
え
る
。

　

次
に
先
例
継
目
許
状
の
各
期
様
式
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

　
【
第
一
期
様
式
】

　
　

�

肥
前
国
下
松
浦
郡
星
鹿
村
羽
黒
権
現
之
祠
官
神
代
陸
奥
掾
源
祇
友
、

任
先
例
神
事
参
勤
之
時
、
可
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

貞
享
元
甲
子
年
六
月
廿
四
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
侍
従
卜
部
兼
連
（
朱
印
）
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【
第
二
期
様
式
】

　
　

�
肥
前
国
下
松
浦
郡
星
鹿
村
羽
黒
権
現
之
祠
官
神
代
和
泉
守
源
祇
延
、

着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
任
先
例
可
専
神
役
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

元
文
二
年
五
月
十
三
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
従
三
位
行
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
雄
（
朱
印
）

　
【
第
三
期
様
式
】

　
　

�

筑
後
国
山
門
郡
南
北
浜
田
両
村
天
満
宮
両
社
神
主
福
山
大
隅
藤
原
安

英
、
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
任
先
例
専
守
社
職
格
式
、
可
抽
太
平
精

祈
者
、

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

天
保
十
二
年
六
月
朔
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
侍
従
卜
部
朝
臣
良
芳
（
朱
印
）

　

基
本
的
に
第
一
期
様
式
は
「
任
先
例
神
事
参
勤
之
時
、
可
着
風
折
烏
帽

子
狩
衣
者（
11
（

」、
第
二
期
様
式
は
「
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、
任
先
例
可
専
神

役
者
」、第
三
期
様
式
は「
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、任
先
例
専
守
社
職
格
式
、

可
抽
太
平
精
祈
者
」
と
あ
る（
11
（

。
第
一
期
か
ら
第
三
期
と
も
、
先
例
通
り
に

風
折
烏
帽
子
と
狩
衣
を
着
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る

が
、
差
異
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
恒
例
裁
許
状
で
指
摘
し
た
点

と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

補
足
と
し
て
、
第
三
期
の
冒
頭
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
前
後
か
ら

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
前
後
の
わ
ず
か
な
期
間
に
用
い
ら
れ
た
特
異
な

様
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。
初
め
に
第
三
期
の
田
井
村
天
神
の
先
例
継
目
許

状
を
挙
げ
る
。

　
　

�

加
賀
国
石
川
郡
田
井
村
天
神
神
主
高
井
信
濃
藤
原
祐
道
、
着
風
折
烏

帽
子
狩
衣
、
任
先
例
専
守
社
職
格
式
、
可
抽
太
平
精
祈
者
、

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

寛
政
十
一
年
三
月
十
一
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
良
連
（
朱
印
）

　

こ
の
寛
政
十
一
年
の
も
の
で
は
「
国
、
郡
、
村
、
神
社
名
、
職
号
、
神

職
名
」
の
順
と
な
り
、
こ
れ
は
第
一
期
や
第
二
期
と
同
じ
で
あ
る
。
続
い

て
問
題
と
な
る
第
三
期
冒
頭
の
田
井
村
天
神
の
先
例
継
目
許
状
を
挙
げ
る
。

　
　

�

加
賀
国
石
川
郡
高
井
信
濃
正
藤
原
長
旧
、
令
為
田
井
村
天
神
神
主
、

着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
、任
先
例
専
守
社
職
格
式
、可
抽
太
平
精
祈
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

天
明
三
年
七
月
廿
九
日
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神
祇
管
領
長
上
正
二
位
卜
部
朝
臣
良
延
（
朱
印
）

　

こ
の
天
明
三
年
の
も
の
で
は
「
国
、
郡
、
神
職
名
、
村
、
神
社
名
、
職

号
」
の
順
と
な
り
、
神
職
名
が
前
方
に
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変

則
的
な
順
を
使
い
始
め
、
わ
ず
か
な
期
間
で
元
の
順
に
戻
し
た
理
由
に
つ

い
て
考
え
た
い
。
第
三
期
冒
頭
の
文
面
は
吉
田
家
が
風
折
烏
帽
子
等
の
着

用
を
許
可
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
神
職
の
任
命
ま
で
も
行

う
こ
と
を
思
わ
せ
る
内
容
で
あ
り
、
吉
田
家
は
文
面
の
変
更
を
通
し
て
神

職
に
対
す
る
支
配
の
大
幅
な
強
化
を
狙
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
神
職
側

の
反
発
が
大
き
か
っ
た
た
め
か
、
す
ぐ
に
改
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

神
道
裁
許
状
の
裁
許
内
容
の
変
化（
11
（

に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る

が
、
裁
許
内
容
以
外
の
部
分
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
第
二
期
様
式

に
定
着
す
る
過
程
で
の
変
化
に
つ
い
て
見
る
。
一
つ
目
に
、
鎮
座
地
の
国

名
の
表
記
に
つ
い
て
、
享
保
二
十
一
年
ま
で
は
正
式
名
称
の
「
○
○
国
」

と
略
称
の
「
○
州
」
が
混
在
し
て
い
た
が
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
か

ら
は
正
式
名
称
の
み
と
な
っ
た
の
で
、
第
二
期
様
式
に
定
着
し
て
い
く
中

で
、
国
名
の
表
記
が
厳
格
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
に
、
年
月
日
の
表
記
に
つ
い
て
、
享
保
十
九
年
ま
で
は
年
月
日

に
十
干
十
二
支
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
享
保
二
十
年
か
ら
は
含
ま
れ
な
く

な
っ
て
お
り
、
第
二
期
様
式
に
変
更
さ
れ
る
際
に
、
年
月
日
の
表
記
が
簡

略
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
第
三
期
様
式
に
定
着
す
る
過
程
で
の
変
化
に
つ
い
て
見
る
。
書
止

文
言
に
つ
い
て
、
天
明
四
年
に
「
神
道
裁
許
之
状
如
件
」
か
ら
「
神
道
裁

許
状
如
件
」
と
「
之
」
が
省
略
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
第
三
期
様

式
が
定
着
し
て
い
く
中
で
、書
止
文
言
が
簡
略
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
神
道
裁
許
状
は
「
文
言
は
厳
密
に
い
え
ば

不
統
一
で
あ
る（
11
（

」
と
大
雑
把
に
言
わ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
（
少
な
く

と
も
元
和
期
以
降
）
の
神
道
裁
許
状
は
恒
例
裁
許
状
と
先
例
継
目
許
状
に

大
別
さ
れ
、
両
者
と
も
第
一
期
様
式
か
ら
第
三
期
様
式
ま
で
の
三
つ
の
様

式
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
全
部
で
六
様
式
が
存
在
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た（
11
（

。
ま
た
第
一
期
様
式
か
ら
第
二
期
様
式
へ
の
変
化
、
及
び

第
二
期
様
式
か
ら
第
三
期
様
式
へ
の
変
化
か
ら
は
、
吉
田
家
が
神
職
に
対

す
る
支
配
の
強
化
を
図
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
な
お
享
保
期
か
ら
宝
暦
期
に
か
け
て
、
吉
田
家
は
本
所
と
し
て
の
既

得
権
や
役
割
を
減
ら
さ
れ
る
一
方
で
、
白
川
家
が
台
頭
し
両
本
所
が
勢
力

争
い
を
繰
り
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め（
11
（

、
吉
田
家
が
配
下
の
神
職
へ
の

支
配
強
化
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
当
然
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
の

一
つ
の
方
法
が
神
道
裁
許
状
の
様
式
の
変
更
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
、
神
子
と
男
神
子
の
神
道
裁
許
状

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
神
主
等
の
神
道
裁
許
状
と
は
別
に
、
神
子
と
男

神
子
に
も
独
自
の
神
道
裁
許
状
が
吉
田
家
か
ら
授
与
さ
れ
た（
11
（

。
前
述
の
幕

末
期
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
」
に
は
神
子
恒
例

裁
許
状
、
神
子
先
例
継
目
許
状
、
男
神
子
恒
例
裁
許
状
の
三
種
類
が
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
以
外
に
も
理
論
的
に
は
男
神
子
先
例
継
目
許
状

も
存
在
す
る
は
ず
だ
が
、
ま
だ
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
こ
で
基

本
と
な
る
神
子
恒
例
裁
許
状
の
様
式
を
簡
単
に
見
て
お
く
。

　
　

�

備
前
国
赤
坂
郡
河
本
村
祇
園
神
社
之
神
子
錦
女
、
着
舞
衣
、
恒
例
之

神
事
神
楽
等
可
勤
仕
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

宝
暦
十
年
八
月
朔
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣
兼
雄
（
朱
印（
1（
（

）

　

こ
れ
は
宝
暦
十
年
の
神
子
恒
例
裁
許
状
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
し

て
記
載
項
目
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
鎮
座
地
、
神
社
名
、
職
号
、
神
子

名
、
裁
許
の
内
容
、
書
止
文
言
、
年
月
日
、
発
給
者
の
順
で
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
発
給
者
の
名
の
部
分
に
重
ね
る
形
で
朱
印
が
押
さ
れ
る
。
紙
種
は

檀
紙
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
宝
暦
十
年
の
も
の
は
長
辺
長
約
五
十
九
㎝
、
短

辺
長
約
四
十
五
㎝
、
天
保
三
年
の
も
の
は
長
辺
長
約
六
十
㎝
、
短
辺
長
約

四
十
五
㎝
で
あ
り（
11
（

、
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
の
神
主
等
の
神
道
裁
許
状
の
サ
イ

ズ
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
形
状
は
元
禄
七
年
の
も
の
は
折
紙
で
あ
る

が
、
後
年
の
宝
暦
十
年
や
天
保
三
年
の
も
の
は
竪
紙
で
あ
る
。
元
禄
期
に

は
神
主
等
の
神
道
裁
許
状
が
竪
紙
で
あ
る
の
に
対
し
、
神
子
の
神
道
裁
許

状
は
折
紙
で
あ
り
、
形
状
か
ら
は
後
者
の
方
が
格
下
と
い
う
印
象
を
受
け

る
が
、
後
年
に
は
そ
の
差
異
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

前
述
し
た
通
り
神
主
等
の
神
道
裁
許
状
は
裁
許
内
容
の
文
言
の
違
い
に

よ
り
、
第
一
期
様
式
か
ら
第
三
期
様
式
ま
で
区
分
で
き
た
が
、
神
子
の
神

道
裁
許
状
に
つ
い
て
も
、
収
集
で
き
る
事
例
が
極
端
に
少
な
い
も
の
の
、

同
じ
よ
う
に
区
分
で
き
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
神
子
恒
例
裁
許
状
の

各
期
様
式
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

　
【
第
一
期
様
式
】

　
　

�

武
州
崎
玉
郡
忍
皿
尾
村
久
伊
豆
大
明
神
之
巫
女
和
泉
、
恒
例
之
神
事

神
楽
等
勤
仕
之
時
、
可
着
舞
衣
者
、

　
　

神
道
裁
許
之
状
如
件

　
　
　
　

元
禄
七
年
三
月
廿
一
日
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神
祇
管
領
長
上
従
三
位
卜
部
兼
連
（
朱
印（
11
（

）

　
【
第
二
期
様
式
】

　
　

前
掲
の
宝
暦
十
年
の
神
子
恒
例
裁
許
状
を
参
照
の
こ
と
。

　
【
第
三
期
様
式
】

　
　

�

若
狭
国
大
飯
郡
高
浜
碎
導
大
明
神
神
子
兵
部
、
著
赤
色
千
早
舞
衣
、

可
勤
仕
恒
例
神
事
神
楽
者
、

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

寛
政
三
年
六
月
十
二
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣（
11
（

　

第
一
期
様
式
と
第
二
期
様
式
は
明
確
に
区
別
で
き
る
。
第
一
期
様
式
で

は
「
恒
例
之
神
事
神
楽
等
勤
仕
之
時
、
可
着
舞
衣
者
」
と
あ
る
が
、
第
二

期
様
式
で
は
「
着
舞
衣
、
恒
例
之
神
事
神
楽
等
可
勤
仕
者
」
と
あ
り
、
神

主
等
の
恒
例
裁
許
状
の
第
一
期
様
式
と
第
二
期
様
式
の
差
異
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
期
様
式
は
「
著
赤
色
千
早
舞
衣
、
可

勤
仕
恒
例
神
事
神
楽
者
」
と
あ
り
、
神
主
等
の
場
合
と
は
異
な
り
、
第
二

期
様
式
と
第
三
期
様
式
で
は
文
言
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

次
に
神
子
と
男
神
子
の
恒
例
裁
許
状
を
比
較
し
た
い
。
男
神
子
恒
例
裁

許
状
を
一
例
挙
げ
る
。

　
　

�

播
磨
国
赤
穂
郡
高
山
村
八
代
荒
神
（
中
略
）
八
社
覡
立
石
摂
津
橘
正

次
、著
風
折
烏
帽
子
浄
衣
赤
色
千
早
等
、可
勤
仕
恒
例
神
事
神
楽
者
、

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

文
化
元
年
三
月
廿
六
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣（
11
（

　

こ
れ
は
第
三
期
の
も
の
だ
が
、
裁
許
の
内
容
を
見
る
と
、
男
神
子
と
神

子
で
は
少
し
異
な
る
。
男
神
子
は
風
折
烏
帽
子
と
浄
衣
等
を
着
用
し
て
神

事
神
楽
を
勤
仕
す
る
こ
と
と
あ
る
の
に
対
し
、
神
子
は
舞
衣
等
を
着
用
し

て
神
事
神
楽
等
を
勤
仕
す
る
こ
と
と
あ
り
、
当
然
な
が
ら
許
可
す
る
装
束

が
男
女
で
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
男
神
子
の
風
折
烏
帽
子
着
用
と
い
う
の

は
神
主
等
と
同
じ
で
あ
る
が
、
浄
衣
着
用
と
い
う
の
は
狩
衣
着
用
の
神
主

等
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
格
が
落
ち
て
い
る
。

　

裁
許
の
内
容
以
外
に
も
差
異
が
あ
る
。
神
子
は
神
主
等
と
は
異
な
り
、

神
道
裁
許
状
に
は
苗
字
と
氏
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
錦
女
」
と
い
っ
た
名
の
み
、
も
し
く
は
「
和
泉
」
と
い
っ
た
受
領
名
を

真
似
た
も
の
の
み
、
あ
る
い
は
「
兵
部
」
と
い
っ
た
官
途
名
を
真
似
た
も

の
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
男
神
子
は
「
立
石
摂
津
橘
正
次
」
と
あ
る
よ
う

に
、
神
主
等
と
同
様
に
苗
字
、
受
領
名
を
真
似
た
も
の
、
氏
、
名
の
順
で

記
さ
れ
て
お
り
、
神
子
よ
り
も
格
が
上
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
神
子
と
男
神
子

の
神
道
裁
許
状
に
つ
い
て
、
本
節
で
は
両
者
の
様
式
は
若
干
異
な
り
、
か

つ
神
主
等
の
様
式
と
も
異
な
る
も
の
の
、
神
主
等
の
も
の
と
同
様
に
恒
例

裁
許
状
と
先
例
継
目
許
状
に
大
別
さ
れ
、
第
一
期
様
式
か
ら
第
三
期
様
式

ま
で
区
分
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
等
を
論
じ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
江
戸
時
代
の
神
道

裁
許
状
の
様
式
の
変
遷
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
全
期
間
の
半
分
以
上
に
当

た
る
百
四
十
七
年
分
の
神
道
裁
許
状
を
検
討
し
、
神
道
裁
許
状
の
理
解
に

必
要
不
可
欠
な
基
礎
的
な
事
柄
を
明
ら
か
に
し
た
。
論
じ
た
内
容
を
簡
単

に
ま
と
め
る
と
、
一
節
で
は
神
道
裁
許
状
の
発
給
者
に
つ
い
て
、
四
つ
の

視
点
か
ら
論
じ
た
。
一
つ
目
は
、
神
道
裁
許
状
に
記
さ
れ
た
吉
田
家
当
主

の
名
を
整
理
し
て
歴
代
当
主
の
発
給
時
期
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
歴
代
当

主
の
内
、
兼
章
の
も
の
だ
け
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
二
つ
目
は
、
吉
田
家
当
主
の
称
号
に
つ
い
て
、
寛
文
三
年
と

同
七
年
の
間
を
境
に
「
神
道
管
領
長
上
」
か
ら
「
神
祇
管
領
長
上
」
に
変

更
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
寛
文
五
年
の
神
社
条
目
（
諸
社
祢
宜
神
主
法
度
）

を
契
機
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
三
つ
目
は
、
吉

田
家
当
主
の
姓
と
位
階
に
つ
い
て
、本
所
と
し
て
の
威
厳
を
保
つ
た
め
に
、

公
卿
（
従
三
位
以
上
）
と
な
っ
た
当
主
の
み
神
道
裁
許
状
に
位
階
を
書
き

込
ん
だ
こ
と
等
を
論
じ
た
。四
つ
目
は
、吉
田
家
当
主
の
官
職
に
つ
い
て
、

記
さ
れ
な
か
っ
た
者
や
途
中
か
ら
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
者
が
多
い
が
、
官

職
無
記
載
に
よ
り
神
祇
管
領
長
上
（
神
道
管
領
長
上
）
と
い
う
称
号
の
存

在
感
が
相
対
的
に
高
ま
り
官
職
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。

　

二
節
で
は
神
道
裁
許
状
の
拝
領
者
に
つ
い
て
、
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ

た
。
一
つ
目
は
、
職
号
に
つ
い
て
、
安
永
期
を
境
に
祠
官
か
ら
神
主
が
多

く
な
る
が
、
こ
れ
は
発
給
者
と
拝
領
者
の
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
神
主
号

の
取
得
が
進
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
二
つ
目
は
、
神

職
の
氏
と
苗
字
に
つ
い
て
、
元
禄
十
年
前
後
か
ら
氏
が
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
多
く
は
藤
原
で
あ
っ
た
こ
と
、
万
治
期
以
降
に
は
必
ず
苗
字
が
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
三
つ
目
は
、
神
職
の
受
領
名
等
と

官
途
名
等
に
つ
い
て
、
後
者
よ
り
も
前
者
を
用
い
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
こ
と
、
明
和
六
年
と
同
八
年
の
間
を
境
に
正
式
な
受
領
名
か
ら
受

領
名
を
真
似
た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
国
触

の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
江
戸
時
代
を
通
し
て
正

式
な
官
途
名
よ
り
も
そ
れ
を
真
似
た
も
の
、
特
に
百
官
名
が
多
か
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
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本
題
と
な
る
三
節
で
は
、
裁
許
内
容
に
着
目
し
、
江
戸
時
代
（
少
な
く

と
も
元
和
期
以
降
）
の
神
道
裁
許
状
は
恒
例
裁
許
状
と
先
例
継
目
許
状
に

大
別
さ
れ
、
両
者
と
も
第
一
期
様
式
（
享
保
十
九
年
ま
で
）、
第
二
期
様

式
（
享
保
二
十
年
か
ら
天
明
元
年
前
後
ま
で
）、
第
三
期
様
式
（
天
明
三

年
前
後
か
ら
）
の
三
つ
の
様
式
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
全
部
で

六
様
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
第
一
期
様
式
か
ら

第
二
期
様
式
へ
の
変
化
、
及
び
第
二
期
様
式
か
ら
第
三
期
様
式
へ
の
変
化

か
ら
は
、
吉
田
家
が
神
職
に
対
す
る
支
配
の
強
化
を
図
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
吉
田
・
白
川
両
本
所
の
競

合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
第

三
期
の
冒
頭
で
吉
田
家
が
神
職
の
任
命
ま
で
も
行
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
文

面
に
変
更
し
、
神
職
に
対
す
る
支
配
の
大
幅
な
強
化
を
狙
っ
た
が
、
神
職

側
の
反
発
で
す
ぐ
に
改
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
論

じ
た
。
他
に
授
与
文
言
か
ら
認
証
文
言
に
改
め
た
宗
源
宣
旨
の
見
直
し
に

引
き
ず
ら
れ
て
、
第
二
期
に
新
た
に
風
折
烏
帽
子
等
の
着
用
を
認
め
る
点

で
は
な
く
、
過
去
か
ら
続
く
神
役
に
専
念
す
る
よ
う
命
じ
る
点
に
重
心
を

置
く
文
言
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
神
職

が
拠
っ
て
立
つ
地
域
社
会
が
大
き
な
災
厄
に
見
舞
わ
れ
る
中
で
、
第
三
期

に
神
職
の
本
分
の
一
つ
で
あ
る
社
会
の
太
平
を
祈
願
す
る
こ
と
が
明
文
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
論
じ
た
。
な
お
三
節
で
は
、
裁
許
内
容
以

外
の
変
化
に
も
着
目
し
、
第
二
期
様
式
に
定
着
す
る
過
程
で
の
変
化
に
つ

い
て
は
、
鎮
座
地
の
国
名
表
記
の
厳
格
化
等
、
そ
し
て
第
三
期
様
式
に
定

着
す
る
過
程
で
の
変
化
に
つ
い
て
は
、書
止
文
言
の
簡
略
化
を
指
摘
し
た
。

　

四
節
で
は
、
神
子
と
男
神
子
の
神
道
裁
許
状
を
検
討
し
、
両
者
は
若
干

異
な
り
、
神
主
等
の
神
道
裁
許
状
と
も
異
な
る
も
の
の
、
神
主
等
の
も
の

と
同
様
に
恒
例
裁
許
状
と
先
例
継
目
許
状
に
大
別
さ
れ
、
第
一
期
様
式
か

ら
第
三
期
様
式
ま
で
区
分
で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
多
数
の
神
道
裁
許
状
を
年
順
に
整
理
し
て
比
較
検
討

し
な
け
れ
ば
、
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
事
柄
が
多
く
存
在
し
た
。
こ
れ

ま
で
江
戸
時
代
の
神
道
裁
許
状
の
様
式
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
稿
で
神
道
裁
許
状
の
六
様
式
の
存
在
や
様

式
の
変
化
に
込
め
ら
れ
た
吉
田
家
の
意
図
等
、
基
礎
的
な
事
柄
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
も
、
神
道
裁
許
状
研
究
の
少
な
か
ら
ぬ
前

進
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
、
神

道
裁
許
状
の
様
式
の
変
化
の
意
味
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）�

井
上
智
勝『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
）五
一
頁
。
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な
お
江
戸
時
代
に
は
「
裁
許
状
」（
鳥
取
県
立
公
文
書
館
県
史
編
さ
ん
室
編
『
新

鳥
取
県
史　

資
料
編　

近
世
四
』
五
九
七
頁
）
や
「
継
目
之
御
裁
許
状
」（
金
沢

市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史　

資
料
編
』
一
三
、四
九
四
頁
）
等
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

（
（
）�

橋
本
政
宣
「
三　

吉
田
家
と
社
家
」（
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史�

資
料
編
』
一
三
、
金
沢
市
、
一
九
九
六
年
）
四
七
四
頁
。

（
（
）�

高
埜
利
彦『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
八
九
年
）

九
九
頁
。

（
（
）�

菊
池
駿
助
編
『
徳
川
禁
令
考　

前
聚
』
第
五
帙
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
年
）

一
〇
頁
。

（
（
）�

橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
神
社
条
目
」
の
機
能
」（
薗
田
稔
編
『
神
道
宗
教
』
第

一
六
八
・
一
六
九
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
一
九
九
七
年
）
二
七
二
～
二
七
三
頁
。

（
（
）�

井
上
智
勝
「
近
世
神
社
通
史
稿
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』第
一
四
八
集
、人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

二
〇
〇
八
年
）
二
七
七
～
二
七
八
頁
。

（
（
）�

吉
田
栄
治
郎
「
寛
文
法
度
の
制
定
と
吉
田
神
道
」（
奈
良
歴
史
研
究
会
編
『
奈
良

歴
史
通
信
』
第
一
八
号
、
奈
良
歴
史
研
究
会
、
一
九
八
二
年
）
三
～
六
頁
。

（
（
）�

前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』。

（
（
）�

幡
鎌
一
弘
「
十
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
吉
田
家
の
活
動
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
八
集
、
人
間
文
化
研
究
機
構

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
10
）�

前
掲
注
（
（
）
橋
本
論
文
。

（
11
）�

前
掲
注
（
（
）
幡
鎌
論
文
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
1（
）�

神
道
大
系
編
纂
会
編
『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
（
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
九
一
年
）
八
八
頁
。

（
1（
）
前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
八
八
頁
。

（
1（
）�

前
掲
注
（
（
）
幡
鎌
論
文
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
1（
）�

前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
二
四
、
三
〇
～
三
六
頁
。

（
1（
）�

前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
七
一
頁
。

（
1（
）�

ち
な
み
に
慶
応
三
年
の
神
道
裁
許
状
は
「
神
祇
管
領
」
と
だ
け
あ
り
、「
長
上
」

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
1（
）�

神
社
新
報
社
編
『
神
道
人
名
辞
典
』（
神
社
新
報
社
、
一
九
八
六
年
）
三
一
二
～

三
一
四
頁
。

（
1（
）�

木
村
修
「
近
世
の
地
方
神
社
・
神
主
と
吉
田
神
道
」（
成
田
市
立
図
書
館
編
『
成

田
市
史
研
究
』
第
三
七
号
、
成
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
七
頁
。

（
（0
）��

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
人
名
辞
典
』
三
一
二
～
三
一
四
頁
。

（
（1
）�

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
八
一
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
五
八
五
頁
。

（
（（
）�

井
上
智
勝
「
近
世
の
神
職
組
織
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』第
一
四
八
集
、人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

二
〇
〇
八
年
）
三
六
四
～
三
六
五
頁
。

（
（（
）�

橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
諸
社
祢
宜
神
主
等
法
度
」
と
吉
田
家
」（
橋
本
政
宣
ほ

か
編
『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
二
七
六
頁
。

（
（（
）�

山
口
和
夫
「
職
人
受
領
の
近
世
的
展
開
」（
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
第

五
〇
五
号
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
五
八
～
六
三
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
五
六
三
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
五
六
頁
。

（
（（
）�

第
一
期
の
慶
安
期
ま
で
は「
恒
例
之
神
事
参
勤
之
時
」の
基
本
パ
タ
ー
ン
以
外
に
、

「
恒
例
之
祭
礼
参
勤
之
時
」、「
恒
例
之
神
事
祭
礼
参
勤
之
時
」
の
パ
タ
ー
ン
も
存

在
し
た
。

（
（（
）�

厳
密
に
言
え
ば
「
狩
衣
」
だ
け
で
な
く
「
紗
狩
衣
」
も
出
て
く
る
が
、
三
つ
の
様

式
を
説
明
す
る
に
当
た
り
、
あ
え
て
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
（0
）�
前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
一
六
九
～
一
七
四
頁
。

（
（1
）�
こ
れ
以
前
か
ら
吉
田
家
が
発
給
す
る
神
職
へ
の
官
位
添
状
に
は
、
官
位
勅
許
に
対
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応
す
る
形
で
、
国
家
安
泰
の
祈
祷
の
実
施
が
記
さ
れ
て
き
た
が
、
神
道
裁
許
状
の

第
三
期
の
太
平
祈
願
の
追
加
は
、
こ
れ
と
は
文
脈
が
異
な
る
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
（
）『
徳
川
禁
令
考　

前
聚
』
第
五
帙
、
一
〇
～
一
一
頁
。

（
（（
）�

浅
見
益
吉
郎
「
主
と
し
て
当
時
の
触
書
類
よ
り
考
察
し
た
京
阪
両
都
市
の
庶
民
生

活
に
天
明
飢
饉
が
及
ぼ
し
た
影
響
」（
京
都
女
子
大
学
食
物
学
会
編
『
京
都
女
子

大
学
食
物
学
会
誌
』
第
四
一
号
、
京
都
女
子
大
学
食
物
学
会
、
一
九
八
六
年
）

二
六
頁
。

（
（（
）�

一
件
だ
け
「
続
目
之
一
通
遣
之
、
任
先
例
…
」
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。

（
（（
）�

厳
密
に
言
え
ば
「
狩
衣
」
だ
け
で
な
く
「
紗
狩
衣
」
や
「
浄
衣
」
も
出
て
く
る
が
、

前
掲
注
（
（（
）
と
同
様
に
判
断
し
た
。　

（
（（
）�

第
三
期
の
最
終
年
と
推
定
さ
れ
る
慶
応
三
年
の
神
道
裁
許
状
で
は
、
装
束
が
「
狩

衣
」
や
「
紗
狩
衣
」
で
は
な
く
「
浄
衣
」
と
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
称
号
も
「
神

祇
管
領
長
上
」
で
は
な
く
「
神
祇
管
領
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と

は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
（（
）�

薗
田
稔
ほ
か
編
『
神
道
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
五
五
三
頁
。

（
（（
）�

ち
な
み
に
「
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
」
に
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
恒
例
裁
許
状
と

は
別
に
、「
後
見
御
許
状
」（
文
化
元
年
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
部
引
用
す
る

と
「
洲
崎
明
神
神
主
吉
田
丹
波
藤
原
時
永
後
見
吉
田
但
馬
藤
原
時
秀
、
恒
例
之
神

事
代
勤
之
節
、
著
風
折
烏
帽
子
紗
狩
衣
、
可
抽
太
平
精
祈
者
、
神
道
裁
許
状
如
件
」

と
あ
り
、「
後
見
」
や
「
代
勤
」
の
文
言
が
目
に
留
ま
る
。
ま
た
第
三
期
に
も
拘

ら
ず
、
裁
許
内
容
は
前
半
の
三
分
の
二
が
第
一
期
様
式
、
残
り
が
第
三
期
様
式
と

な
っ
て
い
る
。
注
（
1（
）
書
五
六
四
～
五
六
五
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1
）『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
一
五
六
頁
。
井
上
智
勝
「
近
世
本

所
の
成
立
と
展
開
」（
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
研
究
』
第
四
八
七
号
、
日
本

史
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
六
頁
。

（
（0
）�

神
道
裁
許
状
の
本
文
で
は
、
享
保
四
年
ま
で
は
「
巫
女
」
と
い
う
漢
字
（
大
和
高

田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
改
訂
大
和
高
田
市
史　

史
料
編
』
四
二
八
頁
）、
享
保

八
年
か
ら
は
「
神
子
」
と
い
う
漢
字
（
八
日
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
八
日
市

市
史
』
第
六
巻
、
四
五
五
頁
）
が
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
男
神
子
は
「
覡
」
と
い

う
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。

（
（1
）�

個
人
蔵
。

（
（（
）�

個
人
蔵
。
翻
刻
文
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　

�

備
前
国
赤
坂
郡
河
本
村
祇
園
神
社
神
子
久
女
、
着
舞
衣
、
任
先
例
可
勤
仕
神

事
神
楽
者
、

　
　
　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　
　
　

天
保
三
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
良
長
（
朱
印
）

（
（（
）�

埼
玉
県
編
『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
』
一
八
（
埼
玉
県
、
一
九
八
七
年
）
口
絵

五
〇
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
五
六
三
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
1（
）『
神
道
大
系　

論
説
編
』
九
、
五
六
三
～
五
六
四
頁
。

（
（（
）�

福
井
淳
人「
資
料
紹
介　

神
道
裁
許
状
」（
鳥
取
県
立
博
物
館
編『
郷
土
と
博
物
館
』

第
二
一
巻
第
二
号
、
鳥
取
県
立
博
物
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
（（
）�

金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史　

資
料
編
』
一
三
（
金
沢
市
、

一
九
九
六
年
）。

（
（（
）�

群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
群
馬
県
史　

資
料
編
』
一
四
（
群
馬
県
、

一
九
八
六
年
）。

（
（（
）�

徳
田
浩
淳
『
徳
田
浩
淳
著
作
選
集
』
五
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）。

（
（0
）�

大
月
市
史
編
纂
室
編
『
大
月
市
史　

史
料
篇
』（
大
月
市
役
所
、
一
九
七
六
年
）。

（
（1
）�
井
上
智
勝
『
吉
田
神
道
の
四
百
年
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
（（
）�
天
理
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
改
訂
天
理
市
史　

史
料
編
』
第
一
巻
（
天
理
市
役

所
、
一
九
七
七
年
）。

（
（（
）�

大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
野
市
史
』
第
一
巻
（
大
野
市
役
所
、
一
九
七
八

年
）。
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（
（（
）�
横
須
賀
市
編
『
新
横
須
賀
市
史　

資
料
編　

近
世
Ⅰ
』（
横
須
賀
市
、
二
〇
〇
七

年
）。　

（
（（
）�
宮
地
治
邦
「
吉
田
神
道
裁
許
状
の
授
受
に
つ
い
て
」（
神
道
学
会
編
『
神
道
学
』

第
一
九
号
、
神
道
学
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
（（
）�

平
塚
市
編
『
平
塚
市
史
』
四
（
平
塚
市
、
一
九
八
四
年
）。

（
（（
）�

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
加
西
市
史
』
第
九
巻
（
加
西
市
、
二
〇
〇
九
年
）。

　


